
第２章 次なる時代をリードする新たな成長の源泉～４つの原動力と基盤づくり～
５．４つの原動力を支える基盤づくり
（２）女性の活躍

今般の感染症の拡大によって顕在化した配偶者等からの暴力や性暴力の増加・深刻化の懸念や女性の
雇用・所得への影響、女性の自殺者の増加等は、男女共同参画の重要性を改めて認識させることとなっ
た。支援を必要とする女性が誰一人取り残されることのないよう、今ほど男女共同参画の視点が求めら
れている時代もない。
全ての女性が輝く令和の社会を実現するために、「第５次男女共同参画基本計画」88及び「女性活躍・

男女共同参画の重点方針2021」89に基づき、女性デジタル人材育成、ひとり親に対する職業訓練、「生理
の貧困」への支援など女性に寄り添った相談支援、フェムテック90の推進、妊産婦や困難を抱える女性へ
の支援といったコロナ禍で大きな影響を受けている女性への支援、養育費の不払い解消、女性の登用・
採用の拡大を含めた幅広い分野における政策・方針決定過程への女性の参画拡大、女性の視点も踏まえ
た税制や社会保障制度等の検討91、性に関する教育、性犯罪・性暴力対策の強化などの取組を推進する。
また、緊急避妊薬を処方箋なしに薬局で適切に利用できるようにすることについて、本年度中に検討を
開始し、国内外の状況等を踏まえ、検討を進める。感染症に伴う配偶者等からの暴力の増加、深刻化の
懸念を踏まえ、相談体制の充実などの取組を引き続き推進する。また、非正規雇用労働者に女性が多い
ことを踏まえ、非正規雇用労働者の待遇改善を図るとともに、出産後に女性の正規雇用比率が低下する
いわゆるＬ字カーブの解消に向け、女性の正規化への重点的な支援、男性の育児休業取得促進を図る。
さらに、安全・安心な親子の面会交流のための具体策の検討を進める。
ＩＴ分野を始めとした理工系分野において、特に女性の身近なロールモデルを創出するとともに、本

分野の女性教員の割合を向上する取組を進める。学校推薦型選抜や総合型選抜に女子を対象とする枠の
設定やオープンキャンパスの実施、女子学生向けのＳＴＥＡＭ教育拠点の整備、理系分野で優れた業績
を残している女性研究者の話を聞くことができる機会の充実等の総合的な支援策を講ずることにより、
地方大学を含めた理工系学部における女子学生の割合の向上を促す92。

「経済財政運営と改革の基本方針2021」（抄）
（令和３年６月18日閣議決定）

88 令和２年12月25日閣議決定。
89 令和３年６月16日すべての女性が輝く社会づくり本部・男女共同参画推進本部決定。
90 フェムテックとはFemale（女性）とTechnology（技術）からなる造語であり、生理や更年期などの女性特有の悩みについて、先進的な技術を用いた製品・サービスにより対応するもの。
91 女性活躍・男女共同参画の重点方針2021参照。
92 例えば、名古屋工業大学のように学校推薦型選抜に女子枠を設けたり、東京大学のように女子向けの住まいの提供を支援する動きがある。また、奈良女子大学では国内の女子大初の工学部を設置する動きがある。

「経済財政運営と改革の基本方針2021」(令和３年６月18日閣議決定)(抜粋) 資料４
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